	分野
	マネジメント分野（ビジネス・マネジメント）

	教材の
タイトル
	東京ディズニーリゾートの経営から、４Ｐと４Ｃを考えよう

	教材からの学び
	１　成功事例から成功要因を分析する力を養う。
２　ビジネスフレームワークＡＡＲＲＲ（アー）を活用し、論理的な思考力や分析力を養う。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜1時間目　個人学習＞
１　ワークシートを配付し、東京ディズニーリゾート（ディズニーランド、ディズニーシー）を運営する株式会社オリエンタルランド（テーマパーク事業）の経営状態を調べる。（20分）
２　東京ディズニーリゾートのビジネスモデルを体系化するため、フレームワークＡＡＲＲＲを用いて、情報を整理する。（30分）
【フレームワーク活用１】の６については次回の授業までの課題とする。
　　インターネットの情報などを活用してもよい。

＜２時間目　グループワーク＞
１　グループに分かれ、各自でまとめた情報を共有し合う。（５分）
２　グループに分かれ、ワークシートの４Ｐと４Ｃを考える。（20分）
３　グループに分かれ、課題解決ミッションについて考える。（10分）
４　４Ｐと４Ｃについて、グループごとに全体発表する。（５分）
５　振り返りシートで、振り返りを行う。（５分）
６　クロージング。（５分）


ティーチングノート




グループワーク「東京ディズニーリゾートの経営から、４Ｐと４Ｃを考える」　授業計画

■本単元の位置付け（科目「マーケティング」）
第１章　現代市場とマーケティング
第５節　マーケティングのプロセス⑧

■本単元の目標
＜１時間目＞
　・東京ディズニーリゾートの経営状態について理解を深める。
　・ＡＡＲＲＲを活用し、ビジネスモデルを体系化する技術を身に付ける。

＜２時間目＞
　・４Ｐと４Ｃを考察し、キャスト側とゲスト側のそれぞれの立場から考察する。
　・課題解決ミッションを学び、東京ディズニーリゾートの経営方針について理解を深める。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
　・【基礎学習】５から、東京ディズニーリゾートの経営状態について理解している。
【Ｂ】思考・判断・表現
　・【フレームワーク活用１】のＡＡＲＲＲ（５つのモデル）の記入状況から、根拠に基づいて、自身の考えを表現している。
　・【フレームワーク活用２】の４Ｐと４Ｃ（あわせて８か所）の記入状況から、根拠に基づいて、自身の考えを表現している。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・「シート１」または「シート２」から、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
グループワークが円滑に進むように、適宜教員から指導・助言を行う。


■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜東京ディズニーリゾートの経営状態を調べる＞
・ワークシートを配付し、東京ディズニーリゾート（ディズニーランド、ディズニーシー）を運営する株式会社オリエンタルランド（テーマパーク事業）の経営状態を調べる。（20分）
＜フレームワークＡＡＲＲＲを活用し、ビジネスモデルを体系化する＞
・東京ディズニーリゾートのビジネスモデルを体系化するため、フレームワークＡＡＲＲＲを用いて情報を整理する。（30分）
【フレームワーク活用１】の６については次回の授業までの課題とする。
　インターネットの情報などを活用してもよい。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（２分）
　・これまでに家族や友達と一緒に東京ディズニーリゾート（ディズニーランド、ディズニーシー）に行ったことはありますか。本日は東京ディズニーリゾートがどのような工夫をしてお客様を国内外から集めているか考えていきましょう。

２　【基礎学習】の取組（20分）
　・みなさんは、東京ディズニーリゾートの入場者数や営業利益がどれだけか知っていますか。まずは経営の視点で、【基礎学習】１を調べ、２～４について考えてみましょう。インターネットからそれぞれの数値を情報整理する。２～４は、各自で考えさせる。
　　【基礎学習】２～４は、発問をし、全体で確認する。
　・東京ディズニーリゾートでは、継続的に売上高・営業利益ともに好調です。これは、継続的にもうかるための仕組みや構造があるからと言われています。この仕組みや構造をビジネスモデルと言います。東京ディズニーリゾートも会社ですので、利益を出さなければ継続的に経営が続けられません。では、東京ディズニーリゾートは、どのような工夫をして利益を出しているか考えてみましょう。できれば次の作業のためにも、７～10個程度アイデアがあるとよいでしょう。
　　各自で考えてもよいが、インターネットの情報を参考にしてもよい。グループに分かれて、お互いの情報を共有してもよい。
　・ビジネスモデルという言葉を多用すると、アイデアが思いつかないことが予想されるので、売上を伸ばすためにはどのような工夫をしているのか、集客を増やすにはどのような工夫をしているのかという発問をし、なるべく多くの案を引き出せるようにする。

３　【フレームワーク活用１】（25分）
　・さて、ここからは、課題解決のためのワークをしていきます。みなさんは、これまで１年生や２年生の授業でさまざまな課題解決のための手段や方法を学んできました。どんなものがあったか思い出してみましょう。
・隣のペアの生徒や、グループで確認してもよい。おそらく、ＳＷＯＴ分析やブレーンストーミング、ＫＪ法などのキーワードが該当する。
　・ワークシートの定義を用いて、フレームワークの説明をする。解決したい課題を特定の型に落とし込んで、問題の早期解決を図るための思考の枠組みをフレームワークといいます。今日は、ビジネスモデルを分かりやすく表すために、ＡＡＲＲＲ（アー）というフレームワークを用いていきます。ＡＡＲＲＲは、５つの視点に分けて考えていきます。「獲得」「活性化」「継続」「紹介」「収益」の５段階からなるフレームワークです。例えば、ワークシートでは、「ホームページの閲覧者を増加するにはどうしたらよいか？」という問題解決のために、例を提示しています。このように、ホームページの閲覧者の行動を整理することで、問題解決のためのヒントが見えてきます。ビジネスの世界では、このように継続して売り続けるための仕組みや、集客を期待できるビジネスモデルを考えることが大切です。
それではまず、東京ディズニーリゾートのビジネスモデルについて、みなさんが調べたり考えたりした案の中から、ＡＡＲＲＲの５つの視点に当てはまりそうなものをワークシートに埋めてみましょう。当てはまらなければ、自分で新たに考えてみましょう。
　・ここに多くの時間を割きたい。フレームワークの説明はなるべく簡単にして、調べたビジネスモデルの案を基に、フレームワークへ落とし込む作業を中心に取り組ませる。
　・落とし込むアイデアが少ないと、作業が進まないので、事前に７～10個のビジネスモデルの案があるとよい。
　・なかなか落とし込む作業が進まない生徒がいる場合は、少なくとも１つは落とし込むように誘導してもよい。

４　次回の授業に向けた予告（３分）
　・それでは、次回の授業までに、ＡＡＲＲＲを完成させておきましょう。間違っていてもかまいませんので、５つの視点をすべて埋めましょう。次回の授業では、グループで自分の考えたＡＡＲＲＲの内容を共有してもらいます（ＡＡＲＲＲの完成は、次回の授業までの事前課題とする）。


＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜グループ内での情報共有＞
・グループに分かれ、各自でまとめた情報を共有し合う。（５分）
＜フレームワークを活用して、４Ｐと４Ｃを考える＞
・グループに分かれ、ワークシートの４Ｐと４Ｃを考える。（20分）
・グループに分かれ、課題解決ミッションについて考える。（10分）
・４Ｐと４Ｃについて、グループごとに全体発表する。（５分）
・振り返りシートで、振り返りを行う。（５分）
・クロージング。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　グループ内での情報共有（５分）
(1) 心理的安全性の確保（１分）
　・それでは今から意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業の理解が深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。
(2) グループ内での情報共有（４分）
・事前課題としたＡＡＲＲＲの内容をグループで共有する。

２ 【フレームワーク活用２】（25～30分）
　・【フレームワーク活用２】のワークシートを配付。裏面に【問題解決ミッション】を印刷しておく。
　・これから、グループで、東京ディズニーリゾートの４Ｐと４Ｃをそれぞれ考えてみましょう。
　　４Ｐと４Ｃを授業で扱っていない場合は、簡単に説明をする。４Ｐは、製品政策、価格政策、チャネル政策、プロモーション政策のアルファベットの頭文字をとった政策で、この４つの政策の組み合わせを考えること（マーケティング・ミックス）がマーケティングでは非常に大切である。４Ｐは、企業や売り手側の視点に立ったものであり、逆に４Ｃは、顧客や買い手側の視点に立ったものを示す。製品は価値（顧客の感じる価値かどうか）、価格は負担（顧客の負担が適切か）、チャネルは利便性（製品やサービスを購入しやすいか）、プロモーションはコミュニケーション（トラブルを抱えたときなどにすぐにサポートが受けられるかなどの双方向のコミュニケーションの具合）となる。
　・自分たちの考えたビジネスモデルにはまるものははめ、残りの部分はインターネットを活用して調べてもよい。
　・ここに時間を割きたい。時間に余裕があれば、裏面の【問題解決ミッション】について、グループで意見を共有しながら考える。

３　全体意見共有（５分）
　・グループで、発表者を決め、グループで考えた４Ｐと４Ｃについて全体で共有する。

４　振り返り・気付きの共有（５分）
　・振り返りシートを配付し、記入させ、グループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いたりして共有する。振り返りの共有は自らの学習を調整するという側面から、非常に重要なため必ず行う。
　・振り返りシートを回収し、評価をつける。

５　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・今回の授業で、フレームワークを活用したビジネスモデルの体系化と、４Ｐと４Ｃについて考えてみました。情報が多いこの世の中で、分かりやすく情報を表現したり、整理したりする力はますます必要になっていきます。また、東京ディズニーリゾートのように誰もが知っているテーマパークでも、継続的に利益を生み出すためにはさまざまな工夫があること、そしてそれが企業や売り手側に立った戦略だけではなく、常に顧客や買い手側に立った戦略がかみ合わないとうまくいかないことが分かったと思います。これからみなさんがビジネスを考える上で、ぜひ今回学んだことを生かしていきましょう。
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